
 

院外処方箋における疑義照会簡素化プロトコール 

医療法人徳洲会 白根徳洲会病院 

 

【疑義照会簡素化プロトコールに基づく処方変更に係る原則】 

１. 問い合わせ等の簡素化を希望する場合、「疑義照会簡素化における合意書」（以下「合意書」とい

う。）を提出し、合意書の締結をもって実施する。 

２. 事前合意の締結により薬剤師法第 23 条第２項に規定する医師の同意がなされたとして、変更

調剤を可能とする。 

３. 処方に医師のコメントがある場合はコメントを優先する。 

４. 処方変更に際し処方意図が損なわれないよう留意する。 

５. 患者に対し変更内容や変更による費用の増減等の説明を行い、 同意を得ること。 

６. 処方変更は医薬品の適応および用法用量を遵守した上で、安定性や溶解性、体内動態等も考慮し

て利便性が向上する場合にのみ行うこと。 

７. 麻薬については本プロトコールの対象としないこと 

 

【処方変更した場合】 

① 院外処方箋における疑義照会プロトコールに基づき処方変更した場合、「処方変更報告書」に必

要事項を記載し、変更内容を記入した処方箋と共に当院薬剤部宛に報告する。 

〔薬剤部ＦＡＸ：055 - 267 - 7015 〕※送付状は不要です。 

(11月 16日から FAX番号が変更になりました） 

 

② 後発医薬品への変更調剤を行った場合、一般名処方に係る処方薬について調剤を行った場合、 調

剤した薬剤の銘柄名等の報告は不要とする。 

 

 

【疑義照会事前合意例】 

① 同一成分の銘柄変更 

例）ジャヌビア錠 50㎎→グラクティブ錠 50㎎ 

 

② 剤形の変更 

   例）リクシアナ錠 30mg→リクシアナ OD 錠 30mg 

   例）コスパノン錠 40mg→コスパノンカプセル 40mg 

   例）ロキソニンテープ 100mg→ ロキソニンパップ 100mg 

※軟膏剤→クリーム剤、クリーム剤→軟膏剤は不可。要処方医への疑義照会。 

 

③ 規格が複数ある医薬品の規格変更 

例） 5mg錠  1回 2錠→ 10mg錠  1回 1錠 

 



④ 外用剤（湿布や軟膏など）での製剤規格の変更 

  例）マイザー軟膏 0.05％5g×2本→ 10g×1本 

例）セルタッチパップ 6枚入×7袋→ 7枚入×6袋 

  ・処方量の合計、成分･含有量に変更がない場合のみ可とする 

 

⑤ 調剤方法の変更 

  例）フロセミド錠 40㎎ 1回 1.5錠→フロセミド錠 40㎎ 1回 1錠 

フロセミド錠 20㎎ 1回 1錠 

 

⑥ 処方薬の粉砕 

  例）ワソラン錠 40mg 3 錠 分 3 毎食後 → 分 3 毎食後 粉砕（嚥下困難あり） 

・安定性、 均一性、 溶解性、体内動態等を確認のうえ行うこと 

・服薬状況上の理由よる変更に限り可能とする。 

 

⑦ 外用剤の用法追記 

例）ロキソニンテープ 100mg １日１回 *使用部位の記載なし 

      ・薬歴上あるいは患者面談上、医師の口頭指示を含め用法が明確な場合に使用部位の追記可

とする。 

 

⑧ 週 1回・月 1回・隔日投与製剤等の日数適正化 

例）（他の処方薬が 28日分処方の時） 

アクトネル錠 17.5mg（週 1回製剤)  28日分→ 4日分 

例）（他の処方薬が 56日分処方の時） 

ハーフジゴキシン KY錠 0.125 1日おき 56日分→ 28日分 

 

⑨ 抗菌薬が併用されていない場合の乳酸菌製剤の変更 

   例）ビオフェルミン R錠 → ビオフェルミン錠 

 

⑩ 一包化調剤の実施 

   患者の希望あるいはコンプライアンス不良が一包化により改善されると判断できる場合限る。 

但し、「一包化不可」等の指示がある場合は、指示に従うこと。 


